



























































































































































































































































































































































ひ わ だ ぶ き


























本来ここには 5棟の御本殿に 12 柱の神様がお
祀りされていましたが、明治 22 年の水害被災





























































































































































度 14 〜 15 年前にある医学会で日本の薬の歴
史を発表する機会があり、その際にこの牛王
神符を是非取り上げさせて頂きたいとの事で
刷っている様子や版木の写真・映像を撮影し
学会で発表されたことが御座います。またこ
の牛王神符は誓詞としても使われておりまし
て、特に戦国時代には多くの武将が裏面に誓
いの言葉を書いて誓詞として使用した記録が
あります。昨今おもしろい話では、郵政民営
化の時に反対派の関係者がこの牛王神符を受
けられて、裏面に署名を書いてそれを国会に
入る際に必ず胸元に入れて議会のやりとりに
望んだという話もあります。
またこの牛王神符には印が押されていまし
て、ここには素戔嗚尊・伊邪那美命・伊邪那
伎命の御魂が描かれています。この印は毎年
調製しておりまして、正月に立てる門松、そ
の雄松を材料として印を作り替えています。
古来は那智大社で刷られた牛王神符を本宮へ
持ってきて、そこでこの印を押し初めて御札
に命が吹き込まれるという形が取られ、平安
鎌倉の時代にはそうした牛王神符が熊野比丘
尼や修験者を通して全国に頒布されていまし
た。
毎年年末になると清水寺で貫首さんがその
年の一文字を書いているのは皆さんご存じだ
と思います。私事で恐縮ですが熊野本宮では、
1年の様々な社会情勢を踏まえながら次の年に
こうあってほしいという想いを込めて来年の
一文字を書かせて頂いております。これは境
内にある拝殿の前に掲げており、本年は飛翔
の「翔」という字を書かせて頂きました。
ここまで駆け足でお話しさせて頂き説明不
足な点もあるかと存じますが、特に知って頂
きたい事は熊野が神仏の一体感を示す場所で
ある事、また熊野三山が前世・現世・来世の
祈りの場であることを是非覚えて頂ければと
存じます。本日は大変つたない説明で恐縮で
すがお時間を頂戴しまして講演をさせて頂い
たこと、厚く御礼申し上げます。また是非と
も熊野へお越し頂いて自分なりに熊野を感じ
て頂けましたらと存じます。
「再生・蘇りの熊野本宮」九 　家隆
